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2023年11月８日

（電子提供措置の開始日 2023年11月１日）

株 主 各 位
東京都港区麻布台一丁目３番１号
麻布台ヒルズ 森JPタワー

株 式 会 社 Ｓ Ｈ Ｉ Ｆ Ｔ

代表取締役社長 丹 下 大

第18回定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、当社第18回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上

げます。

本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記

ウェブサイトに「第18回定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載し

ております。

◎当社ウェブサイト

https://www.shiftinc.jp/ir/stock/annual/

電子提供措置事項は、東京証券取引所（東証）のウェブサイトでも電子提供措置を

とっております。以下の東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）にアクセス

のうえ、「銘柄名（会社名）」に「SHIFT」又は証券「コード」に「3697」（半角）を入

力・検索し、「基本情報」、「縦覧書類/PR情報」の順に選択して、ご確認いただけます。

◎東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）

https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

本総会は産業競争力強化法第66条第１項及び当社定款第12条第２項に基づき、場所

の定めのない株主総会（バーチャルオンリー株主総会）といたします。ご出席いただ

くために必要となるお手続き方法の詳細は、５頁以降のご案内をご確認ください。

なお、当日ご出席されない場合、あるいはご出席される予定でも通信障害等に備え、

書面又はインターネット等によって事前に議決権を行使することができますので、お

手数ながら株主総会参考書類をご検討いただき、2023年11月22日（水曜日）午後６時

15分までに３頁以降のご案内をご参照いただき、議決権を行使くださいますようお願

い申し上げます。

敬 具
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記

1. 日 時 2023年11月24日（金曜日）午後１時00分
※ログインが可能となる時間：午後０時30分

※通信障害等により、本総会を上記日時で開催することができない場合、

本総会は2023年11月28日（火曜日）午後１時00分に延期します。

2. 開催方法 場所の定めのない株主総会

（バーチャルオンリー株主総会）

※株主の皆様に実際にご来場いただく会場はございません。

3. 目的事項

報告事項

１.第18期（2022年９月１日から2023年８月31日まで）

事業報告の内容、連結計算書類の内容並びに会計監査人及

び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件

２.第18期（2022年９月１日から2023年８月31日まで）

計算書類の内容報告の件

決議事項

第１号議案 定款一部変更の件

第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く）７名選任の件

第３号議案 監査等委員である取締役２名選任の件

第４号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

以 上

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

◎ 電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載さ

せていただきます。

◎ 本総会の議事における情報の送受信に用いる通信の方法は、インターネットによるものとし

ます。

◎ 書面又はインターネットにより事前に議決権を行使された株主様が本総会に出席し、重複し

て議決権を行使された場合は、本総会において行使された内容を有効なものとして取り扱い

ます。本総会において議決権を行使されなかった場合は、書面又はインターネット等により

事前に行使された内容を有効なものとして取り扱います。

◎ 書面交付請求をいただいた株主様には、電子提供措置事項を記載した書面をあわせてお送り

いたしておりますが、当該書面は、法令及び当社定款第18条の規定に基づき、連結注記表、

個別注記表を除いております。したがって、監査等委員会及び会計監査人が監査報告を作成

するに際し監査した書類は、当該書面のほか、ウェブサイトに掲載している連結注記表、個

別注記表となります。

◎ 本総会終了後、株主の皆様に当社へのご理解をより深めていただくため、「事業説明会」を開

催する予定です。事業説明会へは５頁に記載のURLよりご参加いただけます。

◎ 決議通知は発送せず、当社ウェブサイトにてご案内いたします。

当社ウェブサイト https://www.shiftinc.jp/
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～書面による議決権行使のご案内（事前行使）～

同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2023年11月22日

（水曜日）午後６時15分までに到着するようご返送ください。議決権行使書面におい

て、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたものとして取り扱わせ

ていただきます。

～インターネットによる議決権行使のご案内（事前行使）～

１．議決権行使サイトについて

◎ インターネットによる議決権行使は、パソコン又はスマートフォンから当社の指

定する議決権行使サイト（https://evote.tr.mufg.jp/）にアクセスしていただ

くことによってのみ実施可能です。（ただし、毎日午前２時30分から午前４時30

分までは取り扱いを休止します。）

◎ インターネット接続にファイアーウォール等を使用されている場合、アンチウイ

ルスソフトを設定されている場合、TLS暗号化通信を指定されていない場合、

proxyサーバーをご利用の場合等、株主様のインターネット利用環境によっては、

ご利用できない場合もございます。

◎ インターネットによる議決権行使は、2023年11月22日（水曜日）午後６時15分ま

で受け付けいたしますが、お早めに行使していただき、ご不明な点等がございま

したらヘルプデスクへお問い合わせください。

２．インターネットによる議決権行使方法について

（１）パソコンによる方法

◎ 議決権行使サイト（https://evote.tr.mufg.jp/）において、議決権行使書用

紙に記載された「ログインID」及び「仮パスワード」をご利用いただき、画

面の案内に従って賛否をご入力ください。

◎ 株主様以外の第三者による不正アクセス（“なりすまし”）や議決権行使内容

の改ざんを防止するため、ご利用の株主様には、議決権行使サイト上で「仮

パスワード」の変更をお願いすることになりますのでご了承ください。

◎ 株主総会の招集の都度、新しい「ログインID」及び「仮パスワード」をご通

知いたします。

（２）スマートフォンによる方法

◎ 議決権行使書用紙に記載の「ログイン用QRコード」をスマートフォンにより

読み取ることで、議決権行使サイトに自動的に接続し、議決権行使を行うこ

とが可能です。

（「ログインID」及び「仮パスワード」の入力は不要です。）

◎ スマートフォン機種によりQRコードでのログインができない場合があります。

QRコードでのログインができない場合には、前述の「２．(1) パソコンによる

方法」にて議決権行使を行ってください。
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３．複数回にわたり行使された場合の議決権の取り扱い

◎ 郵送とインターネットにより重複して議決権を行使された場合は、インター

ネットによる議決権行使の内容を有効として取り扱わせていただきますので

ご了承ください。

◎ インターネットにより複数回にわたり議決権を行使された場合は、最後に行

使された内容を有効とさせていただきます。

４．議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用について

議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用（インターネット接続料

等）は、各株主様のご負担となります。

システム等に関するお問い合わせ

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部（ヘルプデスク）

電話 0120-173-027（受付時間 9:00～21:00、通話料無料）

～バーチャルオンリー株主総会での議決権行使のご案内～

５頁記載の「バーチャルオンリー株主総会への出席に関するご案内」の「３．当日

の議決権行使について」をご確認ください。
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～バーチャルオンリー株主総会への出席に関するご案内～

本総会は、インターネット上でのみ開催する「バーチャルオンリー株主総会」です。

バーチャルオンリー株主総会への出席は、会社法上の「出席」として取り扱われます。

本総会において、議決権のある株主様は、総会当日に当社指定のウェブサイト

(https://web.lumiagm.com/764917363）からインターネット上で出席いただくことで、

ライブ映像のご視聴、議決権行使の他、株主総会の目的事項に関するご質問、動議の

提出等が可能です。なお、株主様が実際にご来場いただく会場はございませんので、

オンラインにてご出席くださいますようお願い申し上げます。

１．開催日時
2023年11月24日（金曜日） 午後１時00分～

※当日ライブ配信ページへのログインは、開始時刻30分前の午後０時30分からア

クセス可能です。

※通信障害等により、本総会を上記日程で開催することができなかった場合、当

社ウェブサイトにてご案内しますので、ご確認いただきますようお願い申し上

げます。

２．ご出席方法

（１）配信サイトに以下URLまたはQRコードよりアクセス

https://web.lumiagm.com/764917363

※ミーティングIDは「764-917-363」です。

（２）言語選択を「日本語」にする

（３）「バーチャル株主総会ご出席のご注意」を最後までお読みいただき「上記事

項に同意する」にチェックし『同意する』をクリック

（４）ID・パスワードを入力

ログインID：株主番号８ケタ（ハイフンは除く）

ログインPW：ご登録の郵便番号７ケタ

ログインID、ログインPWをご入力後「バーチャル株主総会に出席する」を押してく

ださい。

開会時刻の2023年11月24日（金曜日）午後１時までお待ちください。
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３．当日の議決権行使について
（１）当日の議決権行使方法

当日ライブ配信ページにログイン後、議長の指示に従って、「議決権行使」

タブより議案の賛否をご表示ください。

（２）事前の議決権行使と株主総会当日との議決権行使との関係

株主様は本サイトにログインし、かつ、議決権を行使いただくことにより、

法的に本総会に出席されたものといたします。そのため、以下のようにお取扱

いいたします。

事前行使 株主総会当日 議決権行使の取り扱い

事前行使をした
議決権行使をした 当日の議決権行使が有効

議決権行使をしなかった 事前の議決権行使が有効※

事前行使をしていない
議決権行使をした 当日の議決権行使が有効

議決権行使をしなかった 不行使

※事前の議決権行使を複数回された場合においては、４頁記載の「３．複数回にわたり行使さ
れた場合の議決権の取り扱い」をご確認ください。

４．ご質問・動議について
当日ライブ視聴画面内より、テキストメッセージを送信いただく形でご質問等

を行うことが可能です。

※ご質問等は、本総会の目的事項に関わる内容に限らせていただきます。

※ご質問等は、原則お一人様につき１問としたくご協力をお願い申し上げます。

※ご質問等は、250文字以内でお願い申し上げます。

※複数の株主様から同様のご質問等があった場合は、まとめて回答させていた

だくことがございます。

※全てのご質問等に必ず回答することをお約束するものではありません。また、

個別の対応はいたしかねますので併せてご了承ください。

５．代理人による出席方法
議決権を有する他の株主様１名を代理人として、議決権を行使することができ

ます。ご希望の株主様は、株主総会に先立って、当社に「代理の意思表示を記載

した書面（委任状）」及び「委任者の議決権行使用紙」のご提出が必要となりま

すので、以下の提出先までご送付ください。

《代理人に関する書類のご送付先》

〒151-0053 東京都渋谷区代々木三丁目22番７号 新宿文化クイントビル20F

株式会社SHIFT 株主総会事務局

《ご提出期限》

2023年11月22日(水曜日）午後６時15分必着

※ご提出期限までに必要書類が当社に届かなかった場合には、代理人による出
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席は認められませんのでご了承ください。

※ご提出いただいた書類に不備があった場合は、有効な委任としてお取り扱い

出来ない場合がございます。

６．本総会の議事における情報の送受信に用いる通信の方法に係る障害に
関する対策についての方針の内容の概要

当社では、本総会に係る通信障害対策について、以下の方針を策定しておりま

す。

（１）本総会に使用する通信システムは、通信障害対策についての方針を策定して

おります。

（２）本総会開催に際し、通信障害対策措置等に長けた担当を置きます。

（３）通信の方法に係る障害が生じた場合における代替手段として、主回線とは別

の予備回線及び予備のモバイル回線を用意いたします。

（４）事前の通信テストを十分に実施いたします。

（５）本総会における通信障害等不測の事態に備えるため、マニュアルを新たに作

成し、不測の事態にも対応できるよう万全の体制を構築いたします。

（６）本総会において通信障害により議事に著しい支障が生じる場合には、議長が

延会又は継続会を開催することができる旨の議長一任決議について諮ること

といたします。

７．インターネットを使用することに支障のある株主の利益の確保に配慮
することについての方針の内容

当社では、インターネットのご使用に支障のある株主様に書面による事前の議

決権行使を推奨いたします。

８．インターネット参加にかかるご留意事項
◎ ご使用のパソコン環境（機種、性能等）やインターネットの接続環境（回線状

況、接続速度等）により、映像や音声に乱れ及び一時中断などの通信障害、並び

に送受信に軽微なタイムラグが発生する可能性がございます。

◎ 株主総会当日において、株主様側の通信環境等の問題と思われる原因での接続不

良・遅延・音声のトラブルにつきましては、一切の責任を負いかねますので、予

めご了承ください。
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◎ ご視聴いただくための通信料金等は、各株主様のご負担となります。

◎ ご視聴いただくための推奨環境は、以下のとおりです。

パソコン スマートフォン

Windows Mac Android iOS

OS
Windows 11
Windows 10

macOS 最新版 Android ５以上 iOS11以上

ブラウザ
Microsoft Edge
Google Chrome
Mozilla Firefox

Safari Chrome Safari

※ブラウザは最新バージョンをご利用ください。

※１Mbps以上の安定した通信スピードが必要です。高画質の動画をストリームする

のに５Mbps以上の高速インターネットプランの仕様を推奨いたします。

◎ 事前質問及び事前の動議の提出はできません。

◎ SNSへの公開等、本総会及び事業説明会のライブ配信映像の二次利用は、固くお

断りさせていただきます。

９．パソコン等の操作方法に関するお問い合わせ先
本株主総会へのご出席、ご質問の方法及び議決権行使システム等に関するお

問い合わせ

《ログイン等に関するお問い合わせ先》

バーチャル株主総会ヘルプデスク 0120-245-022
株主総会当日の午前９時～配信終了まで

《ログイン時に必要な株主番号・郵便番号に関するお問い合わせ先》

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部 0120-232-711
受付時間：午前９時～午後５時まで（土、日、祝、除く平日）
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株主総会参考書類
議案及び参考事項

第１号議案 定款一部変更の件

事業内容の記載を整理するとともに、今後取り扱う可能性のある事業に機動的に

対応できるようにするため、当社定款の事業目的を変更するものであります。定款

変更案の内容は次のとおりであります 。

（下線部は変更部分）

現 行 定 款 変 更 案

第 2 条（目的）
(条文省略)
1.企業の実態調査及び企業診断並びにこ
れによって得られる情報提供業務
2.（条文省略）
3.企業経営上のリスク・マネジメントの
実証的研究、及び資料の収集、情報の提
供並びに企業経営のノウハウの販売
4.企業経営上のリスク・マネジメントの
思想の啓蒙、普及並びに教育、出版
5.企業の経営管理及び販売活動に関する
人材育成のための教育及び育成
6.（条文省略）
7.通信ネットワークを利用した各種情報
提供サービス、広告、宣伝、マーケティ
ングリサーチに関する業務及び代理業務
8.通信ネットワークを利用したイベント
等のチケット販売

9.通信ネットワークを利用した旅行情報
提供サービス業務

第 2 条（目的）
（現行どおり）
1.企業の実態調査及び企業診断並びにこ
れによって得られる情報提供
2.（現行どおり）
3.企業経営上の実証的研究、及び資料の
収集、情報の提供並びに企業経営のノウ
ハウの販売
4.企業経営上の思想の啓蒙、普及並びに
教育、出版
5.人的資本の教育及び開発並びに施設の
設立及び運営
6.（現行どおり）
7.通信ネットワークを利用した各種情報
提供サービス、広告、宣伝、マーケティ
ングリサーチ及びその代理
8.通信ネットワークを利用したイベント
等のチケット販売、旅行情報提供サービ
スの提供、アプリケーションサービス及
びプラットフォームの提供

（削除）
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現 行 定 款 変 更 案

10.通信ネットワークを利用したアプリ
ケーションサービス提供業務

11.通信ネットワークに関する総合コン
サルティング業務
12.(条文省略)
13.コンピューターシステム・ソフトウ
ェア及びハードウェアの企画、設計、開
発、テスト、販売、保守、リース及び賃
貸に関する業務
14.～19.（条文省略）
（新設）

（新設）

20.（条文省略）

9.変革技術を活用した製造、サービスの
企画、運営、管理及び総合コンサルティ
ング
（削除）

10.（現行どおり）
11.コンピューターシステム・ソフトウ
ェア及びハードウェアの企画、設計、開
発、テスト、販売、保守、リース及び賃
貸
12.～17.（現行どおり）
18.農産物の生産、加工、貯蔵、運搬、
販売他それら作業の受託及びコンサルテ
ィング
19.人材の採用、就業及び雇用機会の創
出等に関するコンサルティング
20.（現行どおり）
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第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く）７名選任の件

現在の取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案で取締役という）

６名全員は本総会終結の時をもって任期満了となります。

つきましては、社外取締役３名を含む取締役７名の選任をお願いするものであり

ます。なお、監査等委員会における検討の結果、本議案に関する特段の指摘事項は

ありません。取締役の候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する
当 社 の
株式の数

１

丹
た ん げ

下 大
まさる

(1974年９月22日生)

再任
（男性）

2000年４月 株式会社インクス（現 SOLIZE株式会社）入社
2005年９月 当社設立 代表取締役社長（現任）
2012年９月 SHIFT GLOBAL PTE LTD Director（現任） 5,606,800株

取締役候補者の選任理由

丹下大氏は、当社創業経営者であり、企業経営における幅広い見識と豊かな経験を有
し、卓越したリーダーシップを発揮していることから、当社グループの持続的な企業
価値向上を実現するために必要不可欠であると判断し、引き続き取締役候補者といた
しました。

２

佐
さ さ き み ち お

々木 道夫
(1957年３月７日生)

再任
（男性）

1982年３月 リード電気株式会社

（現 株式会社キーエンス） 入社

1999年６月 同社 取締役APSULT事業部長兼事業推進部長
2000年12月 同社 代表取締役社長
2010年12月 同社 取締役特別顧問
2018年６月 東京エレクトロン株式会社 社外取締役（現任）
2018年11月 当社 社外取締役
2019年11月 当社 社外取締役（監査等委員）
2020年11月 当社 取締役副社長（現任）

－株

取締役候補者の選任理由

佐々木道夫氏は、株式会社キーエンスの代表取締役社長を務めた経験をもとに、当社
の社外取締役として、当社の営業組織の強化にも大きく貢献した実績があり、当社グ
ループが、売上高1,000億円達成に向け、高付加価値を生み更なる成長を実現するため
に同氏の知見が必要であると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する
当 社 の
株式の数

３

小
こ ば や し も と や

林 元也
(1979年２月13日生)

再任
（男性）

2003年４月 株式会社インクス（現 SOLIZE株式会社） 入社
2007年４月 当社入社
2009年11月 当社 ソフトウェアテスト事業部長
2013年５月 当社 執行役員
2014年11月 当社 取締役（現任）
2015年４月 株式会社SHIFT PLUS 取締役（現任）

2017年８月 株式会社メソドロジック 取締役（現任）

2019年６月 SHIFT ASIA CO.,LTD 取締役（現任）

2021年10月 株式会社分析屋 取締役（現任）

2021年11月 株式会社さうなし 取締役（現任）

2021年11月 VISH株式会社 取締役（現任）

2023年10月 ALH株式会社 代表取締役（現任）

152,400株

取締役候補者の選任理由

小林元也氏は、当社創業メンバーの一人であり、当社の基幹事業であるソフトウェア
テスト事業を立ち上げ、サービスの確立と当社グループの発展を牽引してまいりまし
た。同氏は、当社グループ複数社の取締役を務める等、当社グループの事業及び組織
を熟知していることから、今後の当社グループの成長に必要な知識と経験を有してい
ると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

４

服
はっとり

部 太一
た い ち

(1974年11月16日生)

再任
（男性）

1998年４月 日本電信電話株式会社（後、エヌ・ティ・
ティ・コミュニケーションズ株式会社に分
社化）入社

2006年６月 株式会社リクルートホールディングス 入社
2012年10月 Indeed Inc. 取締役（出向）
2014年４月 同社 Vice President,Finance

2018年４月 同社 Senior Vice President,Finance
2019年４月 同社 CFO
2021年１月 株式会社リクルートホールディングス 帰任
2021年７月 当社 執行役員
2021年11月 当社 取締役（現任）
2022年３月 株式会社SHIFTグロース・キャピタル 代表取締役（現任）

－株

取締役候補者の選任理由

服部太一氏は、グローバル企業においてCFOを務めた経験をもとに、財務会計を中心と
して経営管理に関する豊富な経験と広い見識を有しており、今後の当社グループの経
営管理領域の強化に向けて同氏の知見が必要であると判断し、引き続き取締役候補者
といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する
当 社 の
株式の数

５

村
むらかみ たかふみ

上 誠典
(1978年８月16日生)

再任 社外 独立
（男性）

2003年４月 ゴールドマン・サックス証券会社
（現 ゴールドマン・サックス証券株式会社） 入社

2017年７月 シニフィアン株式会社設立 代表取締役（現任）
2020年３月 ベルフェイス株式会社 社外取締役（現任）
2020年11月 当社 社外取締役（現任）
2022年１月 株式会社Bitstar 社外取締役（現任）
2022年３月 株式会社hacomono 社外取締役（現任）
2022年３月 株式会社SmartHR 社外取締役（現任）
2022年４月 株式会社サイカ 社外取締役（現任）

－株

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
村上誠典氏は、資本市場との対話、ガバナンス及びESGに関する豊富な経験と広い見識
を有しており、社外取締役として当社を監督いただくことで、今後当社グループが更
なる成長を加速させるために必要な資本市場との対話力の強化とガバナンス強化推進
を期待できるものと判断し、引き続き社外取締役候補者といたしました。

６

元
も と や ふ み こ

谷 芙美子
(1947年７月８日生)

再任 社外 独立
（女性）

1966年４月 福井信用金庫 入社
1971年６月 信金開発株式会社（現アパ株式会社）取締役（現任）

1980年12月 アパホテル株式会社設立 取締役
1994年２月 アパホテル株式会社 代表取締役（現任）
2015年12月 アパホールディングス株式会社 取締役（現任）
2020年11月 当社 社外取締役（現任）
2021年５月 株式会社ティーケーピー 社外取締役（現任）

6,100株

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
元谷芙美子氏は、経営者としてアパホテル及びアパグループを日本最大級のホテルチ
ェーングループに成長させた実績があり、企業経営に関する豊富な経験と幅広い見識
を有していることから、成長を続ける当社の経営全般を監督いただくことで当社の経
営体制がさらに強化できると判断し、引き続き社外取締役候補者といたしました。

７

八
は っ た し げ み

田 茂美
(1968年３月７日生)

新任 社外 独立
（女性）

1996年４月 ASTRA AB(現AstraZeneca PLC) 入社
2000年５月 NEW YORK UNIVERSITY MBA 取得
2000年８月 MERRILL LYNCH & CO.(現BOFA SECURITIES)入社
2002年４月 TIAA-CREF(現NUVEEN A TIAA COMPANY)入社
2023年３月 Aglow Management Inc.設立
2023年８月 Nomura Holding America Inc. Outside Director(現任)

－株

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
八田茂美氏は、世界最大級の年金運用機関での経験及びその後の機関投資家としての
活動から、グローバル規模での資本市場、ガバナンスに関する豊富な経験と知見を有
しております。今後当社がグローバル市場を視野に入れた経営戦略を検討するうえで、
最新の海外企業動向、海外資本政策について強化できると判断し、社外取締役候補者
といたしました。
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（注）1. 各取締役候補者の選任が承認された場合、任期は本総会終結の時から2024年８月期に係る
定時株主総会の終結の時までの予定であります。

2. 各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
3. 村上誠典氏、元谷芙美子氏及び八田茂美氏は社外取締役候補者であります。
4. 村上誠典氏、元谷芙美子氏及び八田茂美氏は東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要

件を満たしており、各氏の選任が承認された場合は、独立役員として指定する予定であり
ます。

5. 社外取締役候補者が社外取締役に就任してからの年数について
村上誠典氏の社外取締役の在任期間は、本総会終結の時をもって３年であります。
元谷芙美子氏の社外取締役の在任期間は、本総会終結の時をもって３年であります。

6. 当社は、村上誠典氏、元谷芙美子氏との間において、会社法第427条第１項の規定に基づ
き、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており、同氏らの選任が
承認された場合は、引き続き上記責任限定契約を継続する予定です。当該契約に基づく賠
償責任の限度額は、法令の定める最低責任限度額としております。また、八田茂美氏の選
任が承認された場合、同氏とも当該契約を締結する予定であります。

7. 当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間
で締結し、株主や第三者等から損害賠償請求を提起された場合において、被保険者が負担
することになる損害賠償金・訴訟費用等の損害を当該保険契約により填補することとして
おります。ただし、被保険者が法令等に違反することを認識しながら行った行為等に起因
する損害は填補されません。なお、全ての被保険者についてその保険料を当社が全額負担
しております。各取締役候補者が取締役に就任された場合は、当該保険契約の被保険者と
なります。当該保険契約の保険期間は2024年４月１日までですが、同程度の内容で更新す
ることを予定しております。
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第３号議案 監査等委員である取締役２名選任の件

監査等委員である取締役２名は、本総会終結の時をもって任期満了となります。

つきましては、監査等委員である取締役２名の選任をお願いするものであります。

なお、本議案につきましては監査等委員会の同意を得ております。監査等委員で

ある取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する
当 社 の
株式の数

１

新
あ ら い

井 優介
ゆうすけ

（1975年１月１日生）

再任 社外 独立
（男性）

1998年４月 有限会社辰巳商事 入社

2004年１月 サンコーテクノ株式会社 入社

2006年１月 みすず監査法人（旧中央青山監査法人）

入所

2007年８月 隆盛監査法人 入所

2008年12月 EY新日本監査法人（現EY新日本有限責

任監査法人） 入所

2016年７月 東陽監査法人 入所

2021年11月 当社 社外取締役（監査等委員）（現

任）

2022年３月 株式会社SHIFTグロース・キャピタル

監査役（現任）

2022年11月 株式会社エスエヌシー監査役（現任）

－株

監査等委員である社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要

新井優介氏は、社外取締役又は社外監査役となること以外の方法で法人の経営に関与
したことはありませんが、公認会計士として企業会計に関する高度な専門的知識と豊
富な経験を有していることから、監査等委員である社外取締役としての職務を適切に
遂行いただけるものと判断し、引き続き監査等委員である社外取締役候補者といたし
ました。
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候補者
番 号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する
当 社 の
株式の数

２

谷
や な か な お こ

中 直子
(1976年９月13日生)

新任 社外 独立
（女性）

2001年10月 弁護士登録（第二東京弁護士会所属）

アンダーソン・毛利・友常法律事務所

2021年１月 東京国際法律事務所 入所（現任）

2022年３月 株式会社 SHIFT グロース・キャピタル 社

外監査役（現任）

2023年５月 三菱地所物流リート投資法人 監督役員

（現任）

－株

監査等委員である社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要

谷中直子氏は、社外取締役又は社外監査役となること以外の方法で法人の経営に関与
したことはありませんが、弁護士として法律に関する豊富な専門知識はもちろん、
2022年からは当社子会社であるSHIFTグロース・キャピタルの社外監査役としてコーポ
レート・ガバナンスやコンプライアンス強化に貢献した実績があり、他社の社外監査
役としても客観的な視点から経営を監督する経験を有しております。今後は、当社に
おいても持続的な企業価値向上に向けて、経営に対して独立した立場から当社取締役
会の意思決定の妥当性・適正性を確保するために監督、助言をいただくことを期待し、
新たに監査等委員である社外取締役候補者といたしました。

（注）1. 各取締役候補者の選任が承認された場合、任期は本総会終結の時から2025年８月期に係る
定時株主総会の終結の時までの予定であります。

2. 監査等委員である新井優介氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
3. 谷中直子氏が所属する東京国際法律事務所と当社グループとの間に法律業務に関する取引

がありますが、株式会社東京証券取引所が定める「独立役員の確保（有価証券上場規程第
436条の２）」、「上場管理等に関するガイドライン」及び日本取締役協会の「取締役会規則
における独立取締役の選任基準」等を参考に策定している当社の「社外役員の独立性判断
基準」の過去３年の平均年間取引額は1,000万円を超えません。

4. 新井優介氏及び谷中直子氏は社外取締役候補者であります。
5. 当社は、新井優介氏を東京証券取引所の定める独立役員として指定し届け出ており、同氏

の再任が承認された場合は、引き続き独立役員となる予定であります。また、谷中直子氏
の選任が承認された場合、同氏につきましても独立役員として指定し、同取引所に届け出
る予定であります。

6. 社外取締役候補者が社外取締役に就任してからの年数について
新井優介氏の社外取締役の在任期間は、本総会終結の時をもって２年であります。また、
同氏の監査等委員である取締役の在任期間は、本総会終結の時をもって２年であります。

7. 当社は、新井優介氏との間において、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条
第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており、同氏の選任が承認された場合は、
引き続き上記責任限定契約を継続する予定です。当該契約に基づく賠償責任の限度額は、
法令の定める最低責任限度額としております。また、谷中直子氏の選任が承認された場
合、同氏とも当該契約を締結する予定であります。

8. 当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間
で締結し、株主や第三者等から損害賠償請求を提起された場合において、被保険者が負担
することになる損害賠償金・訴訟費用等の損害を当該保険契約により填補することとして
おります。ただし、被保険者が法令等に違反することを認識しながら行った行為等に起因
する損害は填補されません。なお、全ての被保険者についてその保険料を当社が全額負担
しております。各取締役候補者が取締役に就任された場合は、当該保険契約の被保険者と
なります。当該保険契約の保険期間は2024年４月１日までですが、同程度の内容で更新す
ることを予定しております。
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経験・専門性

役職（予定）氏名 企
業
経
営

営
業
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
・
技
術

人
材
戦
略

Ｍ
＆
Ａ
・
Ｐ
Ｍ
Ｉ

財
務
・
会
計
・
Ｉ
Ｒ

法
務
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

グ
ロ
ー
バ
ル

代表取締役社長

取締役副社長

取締役

取締役

社外取締役

社外取締役

社外取締役
監査等委員（非常勤）

社外取締役
監査等委員（常勤）

丹下　大

佐々木　道夫

小林　元也

服部　太一

村上　誠典

八田　茂美

新井　優介

中垣　徹二郎

◎

○

○

○

○

○

◎

○ ○ ○ ○

○

○

◎

○ ○

○

◎

◎

◎

○

◎

○

○

◎

◎

○

◎

○

○

○ ○

◎

○

○

○

○

○

○

◎

○

○

○

◎

◎

○

○ ○◎

○

元谷　芙美子

谷中　直子 社外取締役
監査等委員（非常勤）

社外取締役

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

Ｅ
Ｓ
Ｇ
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

経験・専門性

役職（予定）氏名 企
業
経
営

営
業
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
・
技
術

人
材
戦
略

Ｍ
＆
Ａ
・
Ｐ
Ｍ
Ｉ

財
務
・
会
計
・
Ｉ
Ｒ

法
務
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

グ
ロ
ー
バ
ル

上席執行役員

上席執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

菅原　要介

細田　俊明

真岡　佑介

木村　剛

山路　亜紀

○

○

◎

◎

○

○ ○

○○

○

○

○

◎

◎

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

Ｅ
Ｓ
Ｇ
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

（ご参考）取締役候補者及び執行役員のスキルマトリックス

本招集ご通知記載の候補者を原案どおり全てご選任いただいた場合における、各取

締役の専門性と経験は次のとおりとなります。

当社は、執行役員制度を導入しております。各執行役員の専門性と経験は次のとお

りとなります。
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第４号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

監査等委員である取締役が法令で定める員数の要件を欠くときに備え、補欠の

監査等委員である取締役の選任をお願いするものであります。なお、本議案に関

しましては、監査等委員会の同意を得ております。補欠の監査等委員である取締

役候補者は、次のとおりであります。

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する
当 社 の
株式の数

福
ふ く や ま よ し と

山 義人
（1949年12月20日生）

（男性）

1972年４月 コンピュータサービス株式会社

（現SCSK株式会社）入社

1988年12月 株式会社CSK（現SCSK株式会社）取締役

2004年７月 同社 代表取締役

2005年10月 株式会社CSK ホールディングス

（現SCSK株式会社）代表取締役

2011年８月 当社 顧問

2013年11月 当社 社外監査役

2,000株

補欠の監査等委員である取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
福山義人氏を取締役候補者とした理由は、同氏が経営者として、特にIT業界におけるガバ
ナンス体制について豊富な経験と幅広い見識を有していることから、監査等委員である取
締役としての職務を適切に遂行いただけるものと判断し選任をお願いするものであります。

（注）1. 取締役候補者の選任が承認された場合、選任の効力は本総会終結の時から2025年８月期に
係る定時株主総会の開始の時までの予定であります。

2. 取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
3. 当社は、福山義人氏との間において就任時に、会社法第427条第１項の規定に基づき、同

法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。当該契約に
基づく賠償責任の限度額は、法令の定める最低責任限度額といたします。

4. 当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間
で締結し、株主や第三者等から損害賠償請求を提起された場合において、被保険者が負担
することになる損害賠償金・訴訟費用等の損害を当該保険契約により填補することとして
おります。ただし、被保険者が法令等に違反することを認識しながら行った行為等に起因
する損害は填補されません。なお、全ての被保険者についてその保険料を当社が全額負担
しております。福山義人氏が監査等委員である取締役に就任された場合は、当該保険契約
の被保険者となります。当該保険契約の保険期間は2024年４月１日までですが、同程度の
内容で更新することを予定しております。

以 上
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事 業 報 告

(2022年９月１日から
2023年８月31日まで)

1. 企業集団の現況に関する事項

(1) 事業の経過及び成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、2020年より行われていた新型コロナウ

イルス感染症拡大防止のための社会経済活動の制約がほぼ解消され、各種政策の

効果もあり、国内経済は緩やかに回復しております。

一方で、世界的な金融引き締めに伴う影響や海外景気の下振れなどもあり国内

外における経済的な見通しは不透明な状況が続いております。

当社グループは、様々な業界のお客様にサービスを提供しており、特定の業種

業態に依存した構造ではないため、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために

行われていた社会経済活動の制約やその解除に伴った業績への影響は限定的なも

のとなっており、この傾向は続くものと予想しております。

当社グループがサービスを提供するソフトウェア関連市場においては、「2025年

の崖」（複雑化・老朽化・ブラックボックス化した既存システムが残存した場合に

想定される国際競争力の低下や我が国経済の停滞など）が迫りくる中で、産業界

全体に変革を起こすDX（デジタル・トランスフォーメーション）という概念が浸

透し続けております。その中で、既存システムをクラウド環境などへ移行を図る

ことでコスト削減を実現する「守りのDX」とITを駆使して新ビジネスを立ち上げ

る「攻めのDX」の両方に対し、サービス提供ができる人材の確保や育成、再教育

（リスキリング）が重要になると考えております。

また、リモートワークの進展により、ネットワークやアプリケーションを中心

として社会全体におけるセキュリティ領域への注目が集まる中、マルウェアへの

感染やソフトウェアの脆弱性を悪用した攻撃等によるセキュリティリスクの顕在

化が進み、その重要性は一層高まってきております。

こうした経営環境の中、当社グループでは売上高1,000億円企業に向けた成長戦

略「SHIFT1000 -シフトワンサウザンド-」を掲げており、その実現に向け、引き

続き営業力の強化による顧客基盤の拡大、構造化・数式化され科学されたM&A戦略

の実現、IT業界の構造変化に合わせたサービス提供力の向上、多様な人材獲得手

法の展開を重点課題として取り組んでおります。

この結果、当連結会計年度においては売上高88,030百万円（前年同期比35.7％

増）、営業利益11,565百万円（前年同期比67.3％増）、親会社株主に帰属する当期

純利益は6,245百万円（前年同期比25.6％増）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。なお、当連結会計年度より、報

告セグメントを従来の「エンタープライズ市場」及び「エンターテインメント市

場」から、「ソフトウェアテスト関連サービス」、「ソフトウェア開発関連サービ
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ス」及び「その他近接サービス」に変更しております。このため、前連結会計年

度との比較については、セグメント変更後の数値に組み替えて行っております。

① ソフトウェアテスト関連サービス

ソフトウェアテスト関連サービスでは、主にソフトウェアテスト・品質保証、

コンサルティング・PMO、カスタマーサポート、セキュリティといったサービスを

提供しております。

当連結会計年度では、既存顧客に対する顧客目線での提案の徹底により、顧客

月額売上単価が上昇した結果、当連結会計年度のソフトウェアテスト関連サービ

スの売上高は58,285百万円（前年同期比39.1％増）、営業利益は14,511百万円（前

年同期比53.9％増）となりました。

② ソフトウェア開発関連サービス

ソフトウェア開発関連サービスでは、主にシステム開発、システム性能改善、

IT戦略策定、システム企画・設計、エンジニアマッチングプラットフォーム、デ

ータ分析などのソフトウェア開発プロセスに直接的に関与するサービスを提供し

ております。

当連結会計年度では、順調なエンジニア採用及びグループ会社間の連携強化に

よって、当連結会計年度のソフトウェア開発関連サービスの売上高は27,089百万

円（前年同期比36.2％増）、営業利益は1,933百万円（前年同期比69.6％増）とな

りました。

③ その他近接サービス

その他近接サービスでは、主にWeb企画制作、マーケティング、キッティング、

クラウドサービス、ローカライズ、M&A/PMI（Post Merger Integration）など、

ソフトウェア開発と近接するマーケットで、当社の既存事業とは異なるビジネス

モデルに基づくサービスを提供しております。

当連結会計年度では、売上高は堅調に推移したものの、一部の連結子会社にお

いて積極的な設備投資を行った結果、当連結会計年度のその他近接サービスの売

上高は6,457百万円（前年同期比6.4％増）、営業利益は338百万円（前年同期比

37.9％減）となりました。
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＜セグメント別売上高＞

区分

2022年８月期
前連結会計年度

2023年８月期
当連結会計年度

前連結会計年度比

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

ソフトウェアテスト関連サービス 41,893 61.8 58,285 63.5 16,392 39.1

ソフトウェア開発関連サービス 19,884 29.3 27,089 29.5 7,204 36.2

その他近接サービス 6,069 8.9 6,457 7.0 388 6.4

セグメント売上高合計 67,847 100.0 91,832 100.0 23,985 35.4

セグメント間の内部売上高 △2,974 － △3,801 － △827 27.8

合計 64,873 － 88,030 － 23,157 35.7

(2) 設備投資の状況

当連結会計年度において実施した設備投資の総額は、1,175百万円となりまし

た。その主な内容は、新規オフィス等の開設に伴う工事費用（522百万円）やグル

ープ一丸となり採用活動を進め、従業員が増加したことによるPCやタブレット端

末等の取得に係る費用（518百万円）であります。

(3) 資金調達の状況

当連結会計年度中において、当社グループは短期借入金2,450百万円の資金調達

を行いました。

当社グループは、機動的な資金調達及び資本効率の改善を目的として、取引金

融機関６行と総額23,350百万円の当座貸越契約及びコミットメントライン契約を

締結しております。これらの契約に基づく当連結会計年度末における借入実行残

高は2,470百万円であります。

(4) 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況

当社は、2023年５月１日付でEQIQ株式会社より、バイリンガル人材紹介事業を

吸収分割により承継いたしました。
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(5) 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況

① 株式の取得又は処分の状況

会社名 株式の種類 取得株式数 出資比率 取得金額 取得年月日

株式会社キャ
リアシステム
ズ

普通株式 600株 100% 1,173百万円
2023年
３月1日

株式会社クレ
イトソリュー
ションズ

普通株式 515,702株 100% 1,950百万円
2023年
６月１日

② 新株予約権の取得又は処分の状況

該当事項はありません。

(6) 財産及び損益の状況

① 企業集団の財産及び損益の状況

区 分
第15期

2020年８月期

第16期

2021年８月期

第17期

2022年８月期

第18期
(当連結会計年度)
2023年８月期

売 上 高 (百万円) 28,712 46,004 64,873 88,030

営 業 利 益 (百万円) 2,353 3,994 6,913 11,565

経 常 利 益 (百万円) 2,535 4,736 7,552 12,000

親会社株主に
帰属する当期
純 利 益

(百万円) 1,648 2,818 4,974 6,245

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

( 円 ) 104.50 162.71 282.79 354.56

総 資 産 (百万円) 19,821 34,272 40,230 49,530

純 資 産 (百万円) 10,781 22,683 26,007 29,578

１ 株 当 た り
純 資 産 額

( 円 ) 661.65 1,277.48 1,452.20 1,646.95

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第17期の期首より適用し

ており、第17期以降に係る各金額については、当該会計基準等を適用した後の金額となっておりま

す。
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② 当社の財産及び損益の状況

区 分
第15期

2020年８月期

第16期

2021年８月期

第17期

2022年８月期

第18期
(当事業年度)
2023年８月期

売 上 高 (百万円) 19,484 27,596 41,266 57,648

営 業 利 益 (百万円) 1,552 3,412 4,889 8,626

経 常 利 益 (百万円) 1,649 3,554 5,073 8,817

当 期 純 利 益 (百万円) 1,191 2,204 3,473 4,594

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

( 円 ) 75.50 127.24 197.48 260.84

総 資 産 (百万円) 17,274 29,109 32,474 40,765

純 資 産 (百万円) 9,848 21,110 23,026 25,707

１ 株 当 た り
純 資 産 額

( 円 ) 619.87 1,204.06 1,303.44 1,452.46

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第17期の期首より適用し

ており、第17期以降に係る各金額については、当該会計基準等を適用した後の金額となっておりま

す。

(7) 対処すべき課題

当社グループでは、今後の更なる成長を実現する上で、以下の事項を経営課題

として重視しております。

① 営業展開について

総務省及び経済産業省による「2021年情報通信業基本調査」によると、わが国

において主としてソフトウェア業を営む企業の売上高は15兆9,625億円と試算され

ております。また、IPA（独立行政法人情報処理推進機構）が公表する「ソフトウ

ェア開発データ白書2018-2019」によると開発工程に占めるテスト工程の割合は、

約33％とされており、当社グループの対面するソフトウェアテストの市場規模は

約５.５兆円と推定されます。

当社グループは、この潜在的な５.５兆円の市場に対して、既存の労働集約的な

サービスではなく、仕組化・標準化されたソフトウェアテストサービスを提供す

ることにより、顧客のニーズを喚起し、アウトソース市場を掘り起こしてきまし

た。

今後、ソフトウェアテスト市場の更なる深耕を進め、ソフトウェアテスト事業

で開拓した、エンタープライズ領域からエンターテインメント領域までの多種多

様な業界・業種の顧客に対し、当社グループの様々なソリューションのクロスセ

ルを推進していくためには、営業体制の強化が必要不可欠です。そのため、当社

グループでは、営業人員数の拡大、勉強会の実施などによる営業活動の量と質の

向上、徹底的な営業活動の可視化によるKPI管理等により営業体制の強化に取り組

― 23 ―

2023年10月24日 15時30分 $FOLDER; 23ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



んでおります。

② カスタマーサクセスに向けた取り組み

当社グループは、当社グループの提供するサービスの提供を通してカスタマー

サクセスを実現するため、サービスの付加価値の向上と適正なプロジェクト価格

での受発注の実現に取り組んでおります。

サービスの付加価値の向上に向けた取り組みとしては、スキルアップやキャリ

アアップを希望する従業員を対象にした、独自の従業員育成カリキュラムを展開

しております。カリキュラム受講後、検定試験に合格すればより高付加価値なサ

ービスを提供することができることから、顧客への提示単価やそれに連動して給

与が上昇する仕組みとしており、顧客と従業員の双方にとってメリットがある制

度となっております。

また、当社がプロジェクトの上流工程において、顧客企業と直接コミュニケー

ションをとりながらプロジェクトを推進し、階層構造や企業規模に関わらず真に

業務能力のある開発会社へ直接発注することで、「多重下請け構造」を打破し、適

正なプロジェクト価格での受発注を実現しております。

これらの取り組みを通して、サービスの付加価値とリピート率を向上させるこ

とで、カスタマーサクセスの実現に貢献してまいります。

③ 人材採用力の強化

当社グループは、それまで開発者が行ってきた検証工程を、開発者以外であっ

ても実行できるように、作業工程の徹底的な標準化を行うことでIT人材以外の人

材を採用してまいりました。独自の検定試験を導入することで、IT未経験者であ

っても当社事業に素養のある人材を採用することを可能にし、積極採用と生産性

の向上の両立を実現してまいりました。また、IT業界における知識や経験の豊富

な人材の採用にも取り組むことで、事業規模の急成長を実現してまいりました。

連結売上高3,000億円企業を目指すにあたっては、各分野のスペシャリストを中

心とした優秀な人材の更なる積極採用が早期に取り組むべき課題であると認識し

ております。

こうした課題に対応するため、従前の採用手法だけにとどまらず、動画面接や

リファラル採用の強化等のあらゆる採用手法を積極的に取り入れ、採用体制の強

化を進めてまいります。

④ エンプロイーサクセス（ES）への対応

新型コロナウイルス感染症の拡大を契機に、ライフスタイルや価値観、そして

IT業界に変化がもたらされました。当社グループとしてそれらの変化に対応し、

今後の成長をさらに加速させるためには、これまでの事業ポジショニングやブラ

ンディング、従業員の働き方などを見つめなおし、必要に応じて変化させる必要

があると考えております。

従業員の働き方としては、基本的に在宅勤務を推進する一方、コミュニケーシ

ョンを目的として週１回程度の出社を奨励しています。在宅勤務を前提としたエ
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ンジニアの採用を進めつつ、従業員総会、社内広報のオンライン化、社内表彰制

度の展開などにより、柔軟な働き方の提供と帰属意識の醸成の両立を実現してい

ます。また、当社グループでは、事業活動の基本は従業員であるとの考えから、

日々の成果が従業員に還元されるよう、積極的な給与の上昇に努めています。人

事評価と報酬決定においては実力主義を徹底し、年功序列や男女による給与格差

といった人事評価と報酬決定による差別が起こらない評価を行うことで、給与と

人事評価に関する満足度を高いレベルで維持しております。

⑤ M&AとPMIの推進

当社グループは、M&Aを積極的に推進することで、新規顧客開拓・既存顧客深耕

や優秀な人材の積極採用、サービス領域の強化・拡大などに取り組んでまいりま

した。今後は、PMIを通じて当社水準の経営管理体制を構築する等、厳格な規律で

収益力を確保する方針は堅持しつつ、M&Aの対象として検討しうる収益水準を拡大

するとともに、当社グループの成長に合わせて案件の健全な大型化を推進してま

いります。

また、PMI以降のフェーズにおいては、営業、人事面の連携によりグループ会社

の成長を支援するとともに、グループ会社向けの経営管理部門の体制を強化し、

グループ全体での経営基盤をさらに強固にしてまいります。

⑥ 企業ブランドの醸成と新規事業展開

当社グループは現在ソフトウェアテストを中心とした事業展開を図っており、

標準化された高品質なサービス提供によって業務アプリケーション領域における

ソフトウェアテストのリーディングカンパニーとしての地位を確立しつつあるも

のと認識しております。

更なる成長に取り組むなかで、当社グループは、「お客様の売れるサービスづく

りといえばSHIFT」を新たなブランディングスローガンとして掲げ、ソフトウェア

の品質保証・テストを軸とした新たな開発サービスの提供にも取り組んでいます。

こうした課題に対応するため、収益の柱としてのソフトウェアテストの事業を拡

大させる一方で、企画段階からお客様と伴走し、「売れるソフトウェアサービスを

つくる」うえで真に必要な要素を絞り込んだうえでお客様にご提案することで、

他社との差別化を図っています。

既存事業の拡大と新規事業の創出に取り組むことで、当社グループのポジショ

ニングを強化してまいります。

⑦ 内部管理体制の強化

当社グループは、更なる事業拡大を推進し、企業価値を向上させるためには、

効率的なオペレーション体制を基盤としながら、内部管理体制を強化していくこ

とが重要な課題であると認識しており、コンプライアンス体制及び内部統制の充

実・強化を図ってまいります。

⑧ 情報資産に関する管理体制の強化

当社グループは、事業を通してお客様の重要な情報資産を取り扱っているほか、
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競争力の源泉となる、独自に標準化・仕組化されたノウハウを保有しており、情

報管理体制を継続的に強化していくことが重要であると考えています。現在にお

いても、ISMS国際規格「ISO/IEC 27001:2013」の認証を取得し、情報セキュリテ

ィ方針を策定したうえで情報資産を管理しており、eラーニングを毎月実施し従業

員の啓発を行う等、万全の注意を払っていますが、今後も社内体制や管理方法の

強化を図ってまいります。

⑨ グループガバナンスに関するリスク

当社グループは、グループガバナンスにおけるリスクを低減するために、適切

なグループ会社のガバナンス体制を構築しております。構築に当たっては、一体

的な経営と実効的なグループ会社管理等の必要性を総合的に勘案し、分権化と集

権化の最適なバランスを勘案したうえで行っております。また、本社主管管理部

門によるグループ会社のガバナンスについても、個別事業の特徴やリスクマネジ

メントの成熟度に応じて、適切な指導及び管理監督が行われるよう、グループ全

体で発生したコンプライアンス違反や不正行為、内部通報等からの傾向分析を行

い、各組織に対しより効果的な対応アクションを提案できるよう常に適切な体制

の構築に努めております。

(8) 企業集団の主要な事業内容(2023年８月31日現在)

ソフトウェアテストを中心とするソフトウェアの品質保証サービス全般

(9) 重要な親会社及び子会社の状況

① 親会社との関係

該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 当社の出資比率 主要な事業内容

ALH株式会社 9
百万円 100.0

(100.0)

％

ソフトウェア開発関連サービス

株式会社ホープス 50
百万円

100.0
％

ソフトウェア開発関連サービス

株式会社システムアイ 25
百万円

100.0
％

ソフトウェア開発関連サービス

株式会社エスエヌシー 50
百万円

100.0
％

その他近接サービス

株式会社A-STAR 46
百万円

100.0
％

ソフトウェア開発関連サービス

(注) 当社の出資比率の（）内は、間接所有割合であります。
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(10) 企業集団の主要拠点等(2023年８月31日現在)

① 当社

名 称 所 在 地

本社 東京都港区

東京オフィス 東京都港区

札幌オフィス 北海道札幌市中央区

福岡オフィス 福岡県福岡市中央区・博多区

大阪オフィス 大阪府大阪市北区

名古屋オフィス 愛知県名古屋市中区

② 主要な子会社

名 称 所 在 地

ALH株式会社 本社：東京都目黒区

株式会社ホープス 本社：東京都中央区

株式会社システムアイ 本社：神奈川県横浜市西区

株式会社エスエヌシー 本社：大阪府大阪市中央区

株式会社A-STAR 本社：東京都港区

(11) 企業集団の使用人の状況(2023年８月31日現在)

使 用 人 数 前連結会計年度末比増減

8,423〔1,759〕
名

+2,215〔+270〕
名

(注）1．使用人数は就業人員であります。
2．使用人数の〔外書〕は、臨時使用人の年間平均雇用人員（１日８時間換算）を記載しており

ます。
3．使用人数が当連結会計年度において2,215名増加しておりますが、これは業務拡大に伴う新

規採用をしたためであります。

(12) 主要な借入先(2023年８月31日現在)

借 入 先 借 入 額

株式会社三井住友銀行 3,741
百万円

株式会社三菱UFJ銀行 384

株式会社みずほ銀行 244

株式会社横浜銀行 143

(13) その他企業集団の現況に関する重要な事項

当社は、2023年10月23日付をもって、本社を東京都港区麻布台一丁目３番１号

麻布台ヒルズ 森JPタワーに移転いたしました。
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2. 会社の株式に関する事項

(1) 発行可能株式総数 50,000,000 株

(2) 発行済株式の総数 17,823,114 株

(3) 株主数 4,267 名

(4) 上位10位の株主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

丹下 大 5,606,800
株

31.45
％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口） 2,001,600 11.23

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT 1,260,892 7.07

株式会社日本カストディ銀行(信託口） 1,178,000 6.60

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505001 642,917 3.60

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505025 397,800 2.23

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ESOP信託口・75876口） 239,570 1.34

GOVERNMENT OF NORWAY 181,517 1.01

MSIP CLIENT SECURITIES 159,800 0.89

小林 元也 152,400 0.85

（注）持株比率は、自己株式（464株）を控除して計算しております。なお、自己株式には、「株式給
付型ESOP信託口」が保有する当社株式（239,340株）は含めておりません。

(5) その他株式に関する重要な事項

該当事項はありません。

3. 会社の新株予約権等に関する事項

(1) 当社役員が保有している業務執行の対価として交付された新株予約権の状況

該当事項はありません。

(2) 当事業年度中に職務執行の対価として当社使用人等に交付した新株予約権の状況

該当事項はありません。
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(3)その他新株予約権等に関する重要な事項

① 当事業年度の末日における新株予約権の状況

新株予約権等の内容の概要

発行回次
（発行決議日）

新株予約権
の数

新株予約権の
目的となる
株式の種類
及び数

発行
価額

新株予約権
の行使時の
１株当たり
の払込金額

行使期間

第４回新株予約権 (注)１
（2014年７月29日）

22個
当社普通株式

11,000株
無償 300円

2016年８月１日
～2024年７月28日

第９回新株予約権 (注)２
（2021年１月26日）

42個
当社普通株式

4,200株

１個当た
り4,000

円
13,100円

2023年11月１日
～2028年２月18日

(注) １ 上記の第４回新株予約権の行使の条件は、以下のとおりであります。
ⅰ 権利行使時においても、当社又は当社子会社の取締役、監査役、従業員若しくは社外協

力者として認定された者であることを要する。
ⅱ 権利者が死亡した場合、その時をもって権利者が有する未行使の新株予約権全部につい

て放棄されたものとみなし、権利者の相続人による本新株予約権の行使を認めない。
ⅲ その他の権利行使の条件は、株主総会決議及び取締役会決議に基づき、別途当社と割当

者との間で締結した「新株予約権割当契約」に定めるところによる。
２ 上記の第９回新株予約権の行使の条件は、以下のとおりであります。

ⅰ 新株予約権者は、2023年８月期から2024年８月期までの２事業年度のうちいずれかの期
において、EBITDAが6,000百万円を超過した場合に限り、本新株予約権を行使することが
できる。なお上記におけるEBITDAの判定においては、当社の有価証券報告書に記載され
る連結損益計算書（連結損益計算書を作成していない場合、損益計算書とする。以下同
様。）に記載された営業利益に、連結キャッシュ・フロー計算書（連結キャッシュ・フロ
ー計算書を作成していない場合、キャッシュ・フロー計算書とする。以下同様。）に記載
された減価償却費及びのれん償却額を加算した額をいう。また、当該EBITDAの判定に際
しては、適用される会計基準の変更や当社の業績に多大な影響を及ぼす企業買収等の事
象が発生し、連結損益計算書又は連結キャッシュ・フロー計算書の数値を直接参照する
ことが適切ではないと当社取締役会が判断した場合には、当社は合理的な範囲内で別途
参照すべき指標を当社取締役会が定めることができるものとする。

ⅱ 新株予約権者は、新株予約権の権利行使時において、当社又は当社関係会社の取締役、
監査役又は従業員であることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職、その
他正当な理由があると取締役会が認めた場合は、この限りではない。

ⅲ その他の権利行使の条件は、取締役会決議に基づき、別途当社と割当者との間で締結し
た「新株予約権割当契約」に定めるところによる。

３ 当社は2014年７月８日付で普通株式１株につき100株の株式分割を、また2015年２月１日付
で普通株式１株につき５株の株式分割を行っているため、「新株予約権の目的となる株式の
種類及び数」について、この影響を考慮しております。

② 上記新株予約権のうち当社役員の保有状況

上記①の新株予約権のうち、当社役員が保有する新株予約権の区分別の状況

は、以下のとおりであります。

回次 (行使価額) 行 使 期 間 個 数 保有者数

取締役

(監査等委員及び社外

取締役を除く)

第９回 (13,100円）
2023年11月２日

～2028年２月18日
32個 ２名
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4. 会社役員に関する事項

(1) 取締役の氏名等
（2023年８月31日現在）

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長 丹 下 大 SHIFT GLOBAL PTE LTD Director

取 締 役 副 社 長 佐々木 道夫 東京エレクトロン株式会社 社外取締役

取 締 役 小 林 元 也

株式会社SHIFT PLUS 取締役
ALH株式会社 取締役
株式会社メソドロジック 取締役
SHIFT ASIA CO., LTD. 取締役
株式会社分析屋 取締役
VISH株式会社 取締役
株式会社さうなし 取締役

取 締 役 服 部 太 一 株式会社SHIFTグロース・キャピタル 代表取締役

取 締 役 村 上 誠 典

シニフィアン株式会社 代表取締役
ベルフェイス株式会社 社外取締役
株式会社Bitstar 社外取締役
株式会社hacomono 社外取締役
株式会社SmartHR 社外取締役
株式会社サイカ 社外取締役

取 締 役 元谷 芙美子

アパホテル株式会社 代表取締役
アパ株式会社 取締役
アパホールディングス株式会社 取締役
株式会社ティーケーピー 社外取締役

取 締 役
（常 勤 監 査 等 委 員）

新 井 優 介
株式会社SHIFTグロース・キャピタル 監
査役
株式会社エスエヌシー 監査役

取 締 役
（監 査 等 委 員）

知 識 賢 治

石井食品株式会社 社外取締役
株式会社オンワードホールディングス
取締役副社長
株式会社ソラスト 社外取締役

取 締 役
（監 査 等 委 員）

中垣 徹二郎

Draper Nexus Venture Partners,LLC
Managing Director
Draper Nexus Venture PartnersⅡ,LLC
Managing Director
DNX VENTURE PARTNERS Ⅲ, LP Partner
DJパートナーズ株式会社 代表取締役
株式会社イノーバ 社外取締役
株式会社UNCOVER TRUTH 社外取締役
株式会社favy 社外取締役

(注) 1. 村上誠典氏、元谷芙美子氏、新井優介氏、知識賢治氏及び中垣徹二郎氏は社外取締役であり
ます。村上誠典氏、元谷芙美子氏、新井優介氏、知識賢治氏及び中垣徹二郎氏が兼職してい
る他の法人等と当社の間には、重要な関係はありません。

2. 情報収集の充実を図り、内部監査部門等との十分な連携を通じて、監査の実効性を高め、監
査・監督機能を強化するために、新井優介氏を常勤の監査等委員として選定しております。

3. 村上誠典氏、元谷芙美子氏、新井優介氏、知識賢治氏及び中垣徹二郎氏を東京証券取引所の
定めに基づく独立役員として指定しております。

4. 新井優介氏は公認会計士及び税理士であり、財務及び会計に関する相当程度の知見を有して
おります。
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(2) 責任限定契約の内容の概要

当社と各取締役（業務執行取締役等である者を除く）は、会社法第427条第１項

の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結してお

ります。当該契約に基づく賠償責任の限度額は、法令の定める最低責任限度額と

しております。なお、当該責任限定がみとめられるのは、当該取締役が、責任の

原因となった職務の遂行について善意かつ重大な過失がないときに限られます。

(3) 補償契約の内容の概要

該当事項はありません。

(4) 役員等賠償責任保険契約の内容の概要

当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会

社との間で締結し、株主や第三者等から損害賠償請求を提起された場合において、

被保険者が負担することになる損害賠償金・訴訟費用等の損害を当該保険契約に

より填補することとしております。ただし、被保険者が法令等に違反することを

認識しながら行った行為等に起因する損害は填補されません。なお、全ての被保

険者についてその保険料を当社が全額負担しております。各取締役は、当該保険

契約の被保険者となります。

(5) 当事業年度に係る取締役の報酬等

① 取締役の個人別の報酬等にかかる決定方針

当社では、優秀な経営人材を生み、また確保し、上場企業として持続的な発

展・社会への貢献に資することを目的とすることから、その役員報酬を企業価値

創造の対価として適切なインセンティブとして機能するよう以下の点に留意し、

決定することを基本方針とし、金銭による固定報酬及び非金銭報酬である株式報

酬により構成しております。

・当社グループの業績や企業価値との連動を重視し、中長期的に継続した業績、

企業価値向上への貢献意欲や士気向上を一層高める制度とする。

・業務執行の適切な監督・監査によるコーポレート・ガバナンス向上を担う優秀

な人材を確保することを目的に、各職責に応じた適切な報酬水準・報酬体系と

する。

・報酬決定プロセスの客観性・透明性を確保し、全てのステークホルダーから信

頼される報酬制度とするものとするが、具体的な役員報酬制度の設計について

は、今後の法制度の動向や社会的な動向を踏まえ、より適切な報酬制度となる

よう継続して検討する。

上記決定方針は、2021年12月21日開催の取締役会において決議されております。
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② 取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬

取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬は、固定報酬及び非金銭報酬

としての譲渡制限株式ユニット制度（RSU）で構成しており、業績連動報酬は採用

しておりません。固定報酬は、各取締役の会社の業績や成長に対する貢献度、経

済情勢等を総合的に勘案し、取締役会にて一任を得た代表取締役社長が決定いた

します。譲渡制限株式ユニット制度（RSU）は、当社の企業価値の持続的な向上を

図るインセンティブを付与するという観点から、報酬限度額の範囲内において、

付与から３年～５年後に権利確定のうえ、当社取締役会においてあらかじめ決定

される数の当社普通株式及び金銭を交付及び支給するものであり、各取締役の会

社の業績や成長に対する貢献度、経済情勢等を総合的に勘案し、取締役会におい

て一任を得た代表取締役社長丹下大が決定いたします。個別の報酬の額の決定を

代表取締役社長丹下大に一任した理由は、当社グループを取り巻く環境、経営状

況等を最も熟知しており各取締役の役割や責任に対する評価を行うには代表取締

役が最も適していると判断したためであります。

取締役会は、当事業年度に係る取締役（監査等委員である取締役を除く。）の個

人別の報酬について、報酬等の内容の決定に当たっては、上記決定方針に従った

決定方法をとっており、監査等委員会において報酬に関して妥当性が確認されて

いることから、決定方針に沿うものであると判断しております。

③ 監査等委員である取締役の報酬

監査等委員である取締役の報酬は、固定報酬及び非金銭報酬としての譲渡制限

株式ユニット（RSU）で構成しており、業績連動報酬は採用しておりません。固定

報酬については、常勤・非常勤の別、業務分担を勘案して監査等委員である取締

役の協議で決定しております。譲渡制限株式ユニット制度（RSU）については、株

主の皆様との価値共有により、当社の企業価値の毀損の防止及び信用維持へのイ

ンセンティブを付与することを目的として、報酬限度額の範囲内において、付与

から３年～５年後に権利確定のうえ、常勤・非常勤の別、業務分担を勘案して監

査等委員である取締役の協議によりあらかじめ決定される数の当社普通株式及び

金銭を交付及び支給するものです。
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④ 当事業年度における取締役の報酬の額

役員区分
報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額
（百万円）

対象となる
役員の員数
（人）基本報酬 非金銭報酬等

取締役（監査等委員を除く） 247 141 106 ６

（う ち 社 外 取 締 役） (16) (８) (７) (２)

取 締 役 （監 査 等 委 員） 31 27 ４ ３

（う ち 社 外 取 締 役） (31) (27) (４) (３)

(注) 1. 取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
2．当事業年度末現在の人員は、取締役６名（うち社外２名）、監査等委員である取締役３名
（うち社外３名）であります。

3. 取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額は、2019年11月27日開催の第14回定時株主総会に
おいて、報酬の総額を年額1,000百万円以内（うち社外取締役分は年額100百万円以内）と決
議いただいております。当該決議時の取締役（監査等委員を除く）の員数は、５名（うち社
外２名）であります。また、2022年11月25日開催の第17回定時株主総会において、この報酬
限度額の範囲内で、譲渡制限株式ユニット制度に基づき発行又は処分される当社の普通株式
及び支給される金銭の総額は年額500百万円以内（うち社外取締役50百万円以内）、譲渡制限
株式ユニット制度に基づき対象取締役（監査等委員を除く）に交付される株式数は合計
89,000株以内（うち社外取締役15,000株以内）と決議しております。当該決議時の取締役

（監査等委員を除く）の員数は、６名（うち社外２名）であります。
4. 取締役（監査等委員）の報酬限度額は、2019年11月27日開催の第14回定時株主総会におい

て、報酬の総額を年額50百万円以内と決議いただいております。決議時の取締役（監査等委
員）の員数は３名（うち社外３名）であります。また、2021年11月26日開催の第16回定時株
主総会において、この報酬限度額の範囲内で、譲渡制限株式ユニット制度に基づき発行又は
処分される当社の普通株式及び支給される金銭の総額は年額20百万円以内、譲渡制限株式ユ
ニット制度に基づき対象取締役（監査等委員）に交付される株式数は合計6,000株以内と決
議しております。当該決議時の取締役（監査等委員）の員数は、３名（うち社外３名）であ
ります。
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(6) 社外役員に関する事項

区分 氏名
取締役会等への出席状況、発言状況及び社外取締
役に期待される役割に関して行った職務の概要

社 外 取 締 役 村 上 誠 典

当事業年度開催の取締役会13回の全てに出席
し、経営指導を通じて培った、資本市場との対
話、ガバナンス及びESGに関する豊富な経験と幅
広い見識を活かし、必要に応じ、経営上有用な指
摘、意見を述べております。

社 外 取 締 役 元谷 芙美子

当事業年度開催の取締役会13回の全てに出席
し、経営指導を通じて培った企業経営に関する豊
富な経験と幅広い見識を活かし、必要に応じ、経
営上有用な指摘、意見を述べております。

社 外 取 締 役
（監査等委員）

新 井 優 介

当事業年度開催の取締役会13回の全てに出席
し、財務及び会計に関する相当程度の知見を活か
し、必要に応じ、経営上有用な指摘、意見を述べ
ております。

また、当事業年度開催の監査等委員会14回の全
てに出席し、監査結果についての意見交換、監査
に関する重要事項の協議等を行っております。さ
らに、常勤監査等委員として当社及び子会社に対
しヒアリングや現場往査を適宜行い、監査等委員
会に報告しております。

社 外 取 締 役
（監査等委員）

知 識 賢 治

当事業年度開催の取締役会13回のうち12回に出
席し、経営指導を通じて培った、ガバナンス体制
や人材戦略についての豊富な経験と幅広い見識を
活かし、必要に応じ、経営上有用な指摘、意見を
述べております。

また、当事業年度開催の監査等委員会14回のう
ち13回に出席し、監査結果についての意見交換、
監査に関する重要事項の協議等を行っておりま
す。

社 外 取 締 役
（監査等委員）

中垣 徹二郎

当事業年度開催の取締役会13回の全てに出席
し、数多くのIT企業への出資と経営指導を通じて
培った豊富な経験と幅広い見識を活かし、必要に
応じ、経営上有用な指摘、意見を述べておりま
す。

また、当事業年度開催の監査等委員会14回のう
ち13回に出席し、監査結果についての意見交換、
監査に関する重要事項の協議等を行っておりま
す。

（注）上記のほか、取締役会決議があったものとみなす書面決議を９回行っております。
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5. 会計監査人の状況

(1) 会計監査人の名称 EY新日本有限責任監査法人

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

① 会計監査人としての報酬等の額 140百万円

② 当社及び子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 140百万円
（注）当社と会計監査人との監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監

査の報酬等の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記金額は合計額で記載
しております。

(3) 会計監査人の報酬等に監査等委員会が同意した理由

監査等委員会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実

務指針」を踏まえ、取締役、社内関係部署及び会計監査人からの必要な資料の入

手や報告の聴取を通じて、会計監査人の監査計画の内容、従前の事業年度におけ

る職務執行状況や報酬見積りの算出根拠などを確認し、検討した結果、会計監査

人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行っております。

(4) 非監査業務の内容

該当事項はありません。

(5) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

監査等委員会は、会計監査人による監査の実施状況や、当該会計監査人に生じ

た事由等から、当社の会計監査人であることにつき当社にとって支障があると判

断されるときは、その解任又は不再任に関する議案を決定し、取締役会は、当該

決定に基づき、当該議案を株主総会に提出いたします。

また、監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に

該当すると認められる場合は、監査等委員である取締役全員の同意に基づき監査

等委員会が、会計監査人を解任いたします。この場合、監査等委員会が選定した

監査等委員である取締役は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会

計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。

(6) 責任限定契約の内容の概要

該当事項はありません。
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6. 会社の体制及び方針

(1) 業務の適正を確保するための体制の整備に関する事項

内部統制システムの構築の基本方針について取締役会で決議した内容は以下の

とおりであります。

① 当社グループの取締役、使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを

確保するための体制

a) 法令、定款及び社会規範等の遵守を目的として当社グループに適用する「コ

ンプライアンス規程」を定め、コンプライアンス体制の構築を推進する。

b) コンプライアンス体制の構築の一環として、代表取締役社長直属のコンプラ

イアンス委員会を設置するとともに、当社グループの取締役及び使用人に対

して必要な啓蒙、教育活動を推進する。

c) 監査等委員である取締役は、公正不偏な立場から当社グループの取締役の職

務執行状況について適宜監査を実施する。また、監査等委員である取締役は、

会社の業務に適法性を欠く事実、又は適法性を欠く恐れのある事実を発見し

た時は、その事実を指摘して、これを改めるように取締役会に報告し、状況

によりその行為の差し止めを請求できる。

d) 内部監査部門は、「内部監査規程」に基づき、業務運営及び財産管理の実態を

調査し、当社グループの取締役及び使用人の職務の執行が法令、定款に適合

していることを確認する。また、内部監査部門は、監査の結果を代表取締役

社長に報告する。

e) 外部の顧問弁護士等の専門家を通報窓口とする内部通報制度を制定し、不正

行為等の防止及び早期発見を図る。

f) 反社会的勢力に対しては、いかなる場合においても、金銭その他の経済的利

益を提供しないことを基本姿勢とし、これを社内に周知し明文化する。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

取締役は、「文書管理規程」に従い、取締役の職務の遂行に係る情報を文書又

は電磁的媒体に記録し、保存する。取締役は、必要に応じてこれらを閲覧でき

る。

③ 当社グループの損失の危険に関する規程その他の体制

a) 当社は当社グループの多様化するリスクに備えて、各種社内規程の策定、遵

守を推進し、リスク管理体制を構築する。

b) 取締役会において当社グループの重要案件を慎重に審議し、事業リスクの排

除、軽減を図る。

c) 経営会議において、各部門が情報共有等を行い、管理本部が主管となって当

社グループのリスクの早期発見と未然防止に努める。
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d) 不測の事態が発生した場合には、代表取締役社長を統括責任者として、全社

的な対策を検討する。

④ 当社グループの取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための

体制

a) 取締役会は、法定事項の決議、グループ全体に影響を及ぼす経営に関する重

要事項の決定及び業務執行の監督等を行う。毎月１回の定時取締役会を開催

するほか、迅速かつ的確な意思決定を確保するため、必要に応じて臨時取締

役会を開催する。

b) 各部門においては、「職務権限規程」及び「職務分掌規程」に基づき権限の委

譲を行い、責任の明確化を図ることで迅速性及び効率性を確保する。

⑤ 当社グループにおける業務の適正を確保するための体制

a) 管理本部は、関係会社管理規程に従い、関係会社における内部統制状況を把

握し、必要に応じて改善等を指導する。

b) 内部監査人は、当社グループの内部監査を実施し、内部統制の改善策の指導、

実施の支援・助言を行う。

c) 監査等委員である取締役は、当社グループの取締役及び使用人の職務執行状

況の監査、指導を行う。

d) 担当取締役は、当社子会社から経営状況及び取締役等の職務の執行に係る事

項について、定期的に報告を受ける。

⑥ 監査等委員である取締役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場

合における当該使用人に関する事項及びその使用人の取締役からの独立性に関

する事項

監査等委員である取締役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた

場合、必要に応じて監査等委員である取締役の職務を補助する使用人を配置す

る。また、監査等委員である取締役の職務を補助する使用人の職務に関しては、

取締役（監査等委員である取締役を除く。）その他の上長等の指揮命令を受けな

いものとし、監査等委員である取締役の指示に従うものとする。

⑦ 当社の取締役及び使用人並びに子会社の取締役、監査役及び使用人が監査等委

員である取締役に報告するための体制その他監査等委員である取締役への報告

に関する体制

a) 監査等委員である取締役は、重要な意思決定のプロセスや業務の執行状況を

把握するため、取締役会等の重要な会議に出席し、必要に応じて当社の取締

役会議事録並びに稟議書等の重要な文書を閲覧し、必要に応じて取締役及び

使用人並びに子会社の取締役、監査役及び使用人に説明を求めることができ

る。
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b) 当社の取締役及び使用人並びに子会社の取締役、監査役及び使用人は、監査

等委員である取締役に対して、法定の事項に加え、業務又は業績に重大な影

響を与える事項、内部監査の実施状況、内部通報制度による通報状況及びそ

の内容を報告する体制を整備し、監査等委員である取締役の情報収集・交換

が適切に行えるよう協力する。

c) 監査等委員である取締役に報告を行った当社の取締役及び使用人並びに子会

社の取締役、監査役及び使用人は、当該報告をしたことを理由として不利な

取り扱いを受けることはない。

⑧ その他監査等委員である取締役の監査が実効的に行われることを確保するため

の体制

a) 監査等委員である取締役は、内部監査部門と連携を図り情報交換を行い、必

要に応じて内部監査に立ち会うことができる。また、監査等委員である取締

役は、会計監査を担当する公認会計士又は監査法人と定期的に会合を持って

情報交換を行い、必要に応じて会計監査を担当する公認会計士又は監査法人

に報告を求めることができる。

b) 当社は、監査等委員である取締役が、その職務の執行について必要な費用の

前払い等の請求を行った場合、速やかに当該費用の支払いを行う。

(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

① 上記各体制に加え、重要な会議として取締役会（13回開催）のほか、経営会議

（週１回開催）を開催し、法令で定められた事項や各規程に基づく付議事項の

審議、決議及び報告を行っております。また、監査等委員会（14回開催）は、

監査方針や監査計画等を決定するほか、取締役の職務執行や法令遵守について

監査を行っております。

② 代表取締役社長を委員長とするコンプライアンス委員会を四半期に１回開催

し、内部統制システムの整備・運用状況、内部通報ホットラインの運用状況、

コンプライアンス向上に係る施策の審議等、法令違反や不正行為等の早期発見

や未然防止に努めております。

③ 役職員のコンプライアンス意識向上のため、全役職員を対象として定期的に各

種研修及びeラーニングを行い、インサイダー取引や情報漏洩の未然防止、情

報セキュリティの確保等、法令遵守の周知徹底を図っております。

④ 当社グループ会社については、当社グループ取締役会等の機会を設けて当社の

経営方針を共有するほか、当社の兼任役員や出向従業員等から情報を収集する

などして、子会社の業務状況を継続的にモニタリングすることにより、グルー

プ全体の内部統制システムが有効に機能するよう取り組んでおります。
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(3) 株式会社の支配に関する基本方針

当社では、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基

本方針については、特に定めておりません。

(4) 剰余金の配当等の決定に関する方針

当社は、財務体質の強化と事業拡大のための内部留保の充実等を図ることが重

要であると考え、過去において配当を行っておりませんが、株主に対する利益還

元も経営の重要課題であると認識しております。

今後の配当政策の基本方針としましては、収益力の強化や事業基盤の整備を実

施しつつ、内部留保の充実状況及び企業を取り巻く事業環境を勘案した上で、株

主に対して安定的かつ継続的な利益還元を実施する方針であります。内部留保資

金につきましては、事業拡大を目的とした中長期的な事業原資として利用してい

く予定であります。

なお、剰余金の配当を行う場合、年１回の期末配当を基本方針としており、配

当の決定機関は株主総会となっております。また、当社は中間配当を取締役会の

決議によって行うことができる旨を定款に定めております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
(注) 本事業報告中の記載金額・株数は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 貸 借 対 照 表

(2023年８月31日現在)
（単位：百万円）

科 目 金 額 科 目 金 額

(資 産 の 部) (負 債 の 部)

流 動 資 産 30,513 流 動 負 債 18,319

現 金 及 び 預 金 17,591 買 掛 金 1,530

受取手形、売掛金及び契約資産 11,048 短 期 借 入 金 2,470

棚 卸 資 産 733 一年内返済予定の長期借入金 1,066

そ の 他 1,149 未 払 費 用 3,891

貸 倒 引 当 金 △9 未 払 法 人 税 等 2,807

固 定 資 産 19,017 未 払 消 費 税 等 2,797

有 形 固 定 資 産 1,961 賞 与 引 当 金 341

建 物 625 そ の 他 3,415

工具、器具及び備品 1,051 固 定 負 債 1,632

リ ー ス 資 産 11 長 期 借 入 金 1,367

そ の 他 273 退職給付に係る負債 34

無 形 固 定 資 産 10,428 そ の 他 230

の れ ん 8,997 負 債 合 計 19,951

そ の 他 1,431 (純 資 産 の 部)

投 資 そ の 他 の 資 産 6,627 株 主 資 本 28,809

投 資 有 価 証 券 3,081 資 本 金 11

繰 延 税 金 資 産 1,165 資 本 剰 余 金 15,844

敷 金 及 び 保 証 金 2,256 利 益 剰 余 金 17,901

そ の 他 181 自 己 株 式 △4,948

貸 倒 引 当 金 △56 その他の包括利益累計額 148

その他有価証券評価差額金 118

為 替 換 算 調 整 勘 定 30

株 式 引 受 権 140

新 株 予 約 権 27

非支配株主持分 451

純 資 産 合 計 29,578

資 産 合 計 49,530 負債・純資産合計 49,530

(注)記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書

(2022年９月１日から
2023年８月31日まで)

（単位：百万円）

科 目 金 額

売 上 高 88,030

売 上 原 価 58,086

売 上 総 利 益 29,944

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 18,378

営 業 利 益 11,565

営 業 外 収 益

受 取 利 息 0

受 取 配 当 金 113

助 成 金 収 入 326

そ の 他 36 477

営 業 外 費 用

支 払 利 息 19

為 替 差 損 8

支 払 手 数 料 4

事 務 所 移 転 費 用 6

そ の 他 2 41

経 常 利 益 12,000

特 別 利 益

投 資 有 価 証 券 売 却 益 416 416

特 別 損 失

投 資 有 価 証 券 売 却 損 562

投 資 有 価 証 券 評 価 損 1,701 2,263

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 10,153

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 4,000
法 人 税 等 調 整 額 △332 3,667
当 期 純 利 益 6,485

非支配株主に帰属する当期純利益 239

親会社株主に帰属する当期純利益 6,245

(注)記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

― 41 ―

2023年10月24日 15時30分 $FOLDER; 41ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



連結株主資本等変動計算書

(2022年９月１日から
2023年８月31日まで)

（単位：百万円）

株主資本

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式
株主資本
合計

当 期 首 残 高 77 16,616 11,655 △2,963 25,386

当期変動額

新株の発行 1 1 3

資本金から剰余金への
振替

△67 67 －

親会社株主に帰属する
当期純利益

6,245 6,245

自己株式の取得 △2,001 △2,001

自己株式の処分 0 16 16

非支配株主との取引に係
る親会社の持分変動

△840 △840

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 △66 △771 6,245 △1,985 3,423

当 期 末 残 高 11 15,844 17,901 △4,948 28,809

その他の包括利益累計額

株式
引受権

新株
予約権

非支配
株主持分

純資産
合計

その他有価

証券評価差

額金

為替換算

調整勘定

その他の
包括利益
累計額合計

当 期 首 残 高 174 32 206 37 16 359 26,007

当期変動額

新株の発行 3

資本金から剰余金
への振替

－

親会社株主に帰属
する当期純利益

6,245

自己株式の取得 △2,001

自己株式の処分 16

非支配株主との取
引に係る親会社の
持分変動

△840

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

△55 △2 △57 102 10 92 148

当期変動額合計 △55 △2 △57 102 10 92 3,571

当 期 末 残 高 118 30 148 140 27 451 29,578

(注)記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
(2023年８月31日現在)

（単位：百万円）

科 目 金 額 科 目 金 額

(資 産 の 部) (負 債 の 部)

流 動 資 産 16,136 流 動 負 債 13,992

現 金 及 び 預 金 7,832 買 掛 金 735

売掛金及び契約資産 7,013 短 期 借 入 金 2,450

棚 卸 資 産 201 関係会社短期借入金 980

前 払 費 用 653 一年内返済予定の長期借入金 891

関係会社短期貸付金 144 未 払 金 1,413

そ の 他 291 未 払 費 用 2,688

貸 倒 引 当 金 △1 未 払 法 人 税 等 1,951

固 定 資 産 24,629 未 払 消 費 税 等 1,812

有 形 固 定 資 産 662 賞 与 引 当 金 2

建 物 276 そ の 他 1,067

工具、器具及び備品 149 固 定 負 債 1,066

そ の 他 236 長 期 借 入 金 1,043

無 形 固 定 資 産 884 そ の 他 22

ソ フ ト ウ ェ ア 169 負 債 合 計 15,058

の れ ん 468 (純 資 産 の 部)

そ の 他 246 株 主 資 本 25,425

投 資 そ の 他 の 資 産 23,081 資 本 金 11

投 資 有 価 証 券 2,991 資 本 剰 余 金 17,097

関 係 会 社 株 式 14,680 資 本 準 備 金 8,687

関係会社長期貸付金 2,822 その他資本剰余金 8,410

繰 延 税 金 資 産 808 利 益 剰 余 金 13,264

敷 金 及 び 保 証 金 1,807 その他利益剰余金 13,264

貸 倒 引 当 金 △27 繰越利益剰余金 13,264

自 己 株 式 △4,948

評 価 ・ 換 算 差 額 等 113

その他有価証券評価差額金 113

株 式 引 受 権 140

新 株 予 約 権 27

純 資 産 合 計 25,707

資 産 合 計 40,765 負債・純資産合計 40,765

(注)記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書

(2022年９月１日から
2023年８月31日まで)

（単位：百万円）

科 目 金 額

売 上 高 57,648

売 上 原 価 38,092

売 上 総 利 益 19,556

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 10,930

営 業 利 益 8,626

営 業 外 収 益

受 取 利 息 10

受 取 配 当 金 112

為 替 差 益 3

助 成 金 収 入 76

そ の 他 22 225

営 業 外 費 用

支 払 利 息 20

支 払 手 数 料 4

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 8

そ の 他 0 34

経 常 利 益 8,817

特 別 利 益

投 資 有 価 証 券 売 却 益 416 416

特 別 損 失

投 資 有 価 証 券 売 却 損 562

投 資 有 価 証 券 評 価 損 1,573 2,135

税 引 前 当 期 純 利 益 7,097

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 2,744

法 人 税 等 調 整 額 △241 2,503

当 期 純 利 益 4,594

(注)記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

(2022年９月１日から
2023年８月31日まで)

（単位：百万円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本

準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

その他利益
剰余金

利益
剰余金
合計

繰越利益
剰余金

当 期 首 残 高 77 8,685 8,342 17,028 8,669 8,669 △2,963 22,812

当期変動額

新株の発行 1 1 1 3

資本金から
剰余金への
振替

△67 67 67 －

当期純利益 4,594 4,594 4,594

自己株式の
取得

△2,001 △2,001

自己株式の
処分

0 0 16 16

株主資本以
外の項目の
当期変動額
（純額）

当期変動額合
計

△66 1 67 69 4,594 4,594 △1,985 2,613

当 期 末 残 高 11 8,687 8,410 17,097 13,264 13,264 △4,948 25,425

評価・換算差額等

株式引受権 新株予約権 純資産合計その他有価証

券評価差額金

評価・換算差
額等合計

当 期 首 残 高 158 158 37 16 23,026

当期変動額

新株の発行 3

資本金から剰余金への振替 －

当期純利益 4,594

自己株式の取得 △2,001

自己株式の処分 16

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）

△45 △45 102 10 68

当期変動額合計 △45 △45 102 10 2,681

当 期 末 残 高 113 113 140 27 25,707

(注)記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2023年10月20日

株式会社ＳＨＩＦＴ

取 締 役 会 御中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 鈴 木 博 貴

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 南 山 智 昭

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ＳＨＩＦＴの2022年９月１日か

ら2023年８月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算
書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して、株式会社ＳＨＩＦＴ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る
期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記
載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会
社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人
は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内

容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセ
スの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、

当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程に

おいて、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要
な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重
要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合
には、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計

算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
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連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成する
ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す

ることにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬

による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立
場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生す
る可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理
的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに
対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら
に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、
監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に
関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の
見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手
した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して
重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認
められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要
な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事
項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査
証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能
性がある。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び
内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価す
る。

・連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ
適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関し
て責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別

した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその
他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵

守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除
去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載

すべき利害関係はない。
以 上

― 47 ―

2023年10月24日 15時30分 $FOLDER; 47ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2023年10月20日

株式会社ＳＨＩＦＴ

取 締 役 会 御中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 鈴 木 博 貴

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 南 山 智 昭

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ＳＨＩＦＴの2022年９月

１日から2023年８月31日までの第18期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、
株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）につ
いて監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基

準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正
に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載
されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立してお
り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎
となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内

容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセ
スの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当

監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程にお

いて、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相
違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な
誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合

には、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書

類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計
算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること
が含まれる。
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計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成すること

が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基

づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す

ることにある。

計算書類等の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬に

よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場

から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可

能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見

込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに

対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら

に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監

査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関

連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の

見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手し

た監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重

要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認め

られる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不

確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見

を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ

る。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内

容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別

した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその

他の事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵

守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除

去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。
以 上
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監査等委員会の監査報告書

監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2022年９月１日から2023年８月31日までの第18期事業年度における取締役
の職務の執行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議

の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）の状況について取締役及
び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、
意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。
①監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の上、重要

な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に
応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産
の状況を調査しました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及
び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとと
もに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計
算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（2005年10月28日企業会計
審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照
表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類
（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討い
たしました。

２．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているも
のと認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認
められません。

③内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内
部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘す
べき事項は認められません。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（３）連結計算書類の監査結果
会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年10月24日 株式会社SHIFT 監査等委員会
監査等委員 新井 優介
監査等委員 知識 賢治
監査等委員 中垣 徹二郎

（注）監査等委員新井優介、知識賢治及び中垣徹二郎は、会社法第２条第15号及び第331条第６
項に規定する社外取締役であります。

以 上
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